
事前 事後

1 2 生 社

2 0 生 社

3 0 生 他

4 0 生 社

5 0 生 社

6 0 運 生

7 2 運 生

8 2 運 社

9 2 運 健

10 2 健 社

11 0 健 生

13 0 健 生

14 1 健 生

15 0 健 生

16 2 社 生

17 1 社 生

18 0 健 他

19 0 健 他

20 0 健 他

21 0 健 他

22 0 健 他

23 0 健 他

24 0 健 他

25 0 健 他

14

生

合計（得点）

２：はい１：少し時々０：いいえ

12
事前　　身長　　140cm　体重　64.0　kg　＝BMI32.65　

健

０：はい１：少し時々２：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

０：はい１：少し時々２：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ(ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった

昨年と比べて外出の回数が減っていますか

周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言わ
れますか

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか

今日が何月何日かわからない時がありますか

０：はい１：少し時々２：いいえ

週一回以上外出していますか

０：はい１：少し時々２：いいえ

０：はい１：少し時々２：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

２：はい１：少し時々０：いいえ

お茶や汁等でむせることがありますか

口の渇きが気になりますか

椅子に座った状態から何にもつかまらずに立ち上がっています
か

(ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じ
る

この一年間に転んだことがありますか

(ここ2週間）毎日の生活に充実感がない

転倒に対する不安は大きいですか

6ヵ月で2～3kgの体重減少がありましたか

(ここ2週間）自分が役に立つ人間だと思えない

(ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

０：はい１：少し時々２：いいえ

０：はい１：少し時々２：いいえ

０：はい１：少し時々２：いいえ

０：はい１：少し時々２：いいえ

０：はい１：少し時々２：いいえ家族や友人の相談にのっていますか

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか

15分くらい続けて歩いていますか

事後　　身長　　　　　　cm　体重　　　　　　　　kg　＝BMI

半年前に比べて固い物が食べにくくなりましたか

運動機能

栄養改善

口腔機能

閉じこもり

認知機能

うつ

副
領
域

回答
評価尺度

生活機能

バスや電車で一人で外出していますか

日用品の買い物をしていますか

預貯金の出し入れをしていますか

友人の家を訪ねていますか

介護予防のアセスメント［１］　基本チェックリスト

氏名
事後

性
別

調
査
日E  様

※課題領域：　運動・移動　日常生活、　社会参加・　対人交流、　健康管理・療養、　他の課題（ものわすれ・うつ

　経済・支援利用）

※副領域は、″予防サービス・支援計画書″作成の際の参考とする

事前

項目
番
号

確認内容

課題領域

主
領
域
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事前 事後

1 0 運 生

2 0 運 社

3 1 運 生

4 0 生 健

5 0 生 健

6 1 生 健

7 0 生 健

8 0 生 社

9 0 生 社

10 0 生 健

11 0 生 社

12 1 健 社

13 0 健 生

14 0 健 生

15 0 生 運

16 0 生 運

17 0 生 運

18 0 生 他

19 0 健 他

20 1 社 生

21 0 社 生

22 0 社 生

23 0 社 他

24 2 社 他

25 0 健 他

26 0 健 他

27 1 健 生

28 0 健 運

29 1 健 他

30 0 健 他

健康

主領域合計

総合計

運動
生活
社会

合計（得点） 8
　*すべての行為ができていれば「はい」　ひとつでも欠けていれば

　　「少し・時々」　すべて出来ていなければ「いいえ」 総合計 22

事前

回答

課題領域

主
領
域

副
領
域

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

事後

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

顔や髪、爪をきちんと整えることができますか* ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

介護予防のアセスメント［２］　追加項目

食事の用意をしていますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

項目
番
号

確認内容 評価尺度

自宅内を物を持って歩けますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

自宅の外を物を持って歩けますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

ズボン、スカートを立ったまま、支えなしではけますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

規則的に3食とっていますか

季節・場所に応じた服装ができますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

寝間着や肌着の着替えができますか*

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

排泄に関する心配がありませんか（尿もれ、便秘、下痢）

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

主食・主菜（肉・魚・卵・乳製品、大豆製品）・副菜をとっていますか
* ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

布団の出し入れ、シーツ交換・布団干しをしていますか* ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

歯や義歯を磨いたり、口腔の手入れをしていますか

一人で体を洗うことができますか

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

親族、友人、隣近所と付き合いや談笑ができますか

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ日中寝ないで起きて過ごしていますか

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

洗濯をしたり、干し物を取り込み、元の位置にしまっていますか* ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

あなたは普段健康だと思いますか

前の晩に食べたものを思い出せますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

趣味や楽しみ、好きでしていることがありますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

催し物や地域の活動などに参加しますか

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

洗濯・掃除

認知

家庭の事で決まった仕事や役割がありますか閉じこもり

火の始末や戸締りは出来ていますか*

家の中や家のまわりの片付けや掃除などをしていますか*

運動

栄養
食生活

寝具管理

更衣

入浴・整容

排泄

自分のは又は入れ歯で左右の奥歯をしっかりとかみしめられますか ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

健康管理
０：はい　１：少し時々　２：いいえ

０：はい　１：少し時々　２：いいえ

ごみの分別やごみ出しをしていますか* ０：はい　１：少し時々　２：いいえ

口腔

うつ

定期的な診察、あるいは1年に1度健診を受けていますか

薬はきちんと飲んでいますか

食事内容の注意を守っていますか

散歩や体操を（週1回以上）していますか

十分な睡眠はとれていますか
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■
初

回
□

紹
介

□
継

続
■

認
定

済
□

申
請

中
□

地
域

支
援

事
業

委
託

先
（

計
画

作
成

事
業

者
）

：

初
回

年
月

日
担

当
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
：

健
康

状
態

に
つ

い
て

【
本

来
行

う
べ

き
支

援
が

実
施

で
き

な
い

場
合

】
総

合
的

な
方

針
：

生
活

不
活

発
病

の
改

善
・

予
防

の
ポ

イ
ン

ト

□
主

治
医

意
見

書
、

健
診

結
果

、
観

察
結

果
等

を
踏

ま
え

た
留

意
点

妥
当

な
支

援
の

実
施

に
向

け
た

方
針

必
要

な
事

業
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
下

欄
に

○
印

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
計

画
に

関
す

る
同

意

上
記

計
画

に
つ

い
て

、
同

意
い

た
し

ま
す

。

平
成

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

　
　

　
氏

名
印

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
計
画
書
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
結
果

等
記

録
表

）
N
O
.

利
用

者
名

E
様

認
定

年
月

日
：

平
成

2
9
年

 
8
月

2
2
日

　
認

定
有

効
期

間
:
平

成
2
9
年

 
9
月

 
1
日

～
平

成
3
0
年

 
8
月

3
1
日

　
要

介
護

状
態

区
分

：
要

支
援

１

計
画

作
成

者
氏

名

計
画

作
成

（
変

更
）

日
平

成
2
9
年

9
月

1
日

　
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

目
標

と
す

る
生

活

１
日

こ
れ

ま
で

で
き

て
い

る
家

事
を

継
続

し
て

自
分

で
行

う
１

年
動

き
や

す
く

な
り

地
区

の
行

事
に

参
加

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

領
域

と
現

在
の

状
況

本
人

・
家

族
の

意
欲

・
意

向
領

域
に

お
け

る
課

題
（

背
景

・
原

因
）

総
合

的
課

題
課

題
に

対
す

る
目

標
と

具
体

策
の

提
案

具
体

策
に

つ
い

て
の

意
向

本
人

・
家

族

目
標

と
支

援
に

つ
い

て
の

ポ
イ

ン
ト

支
援

計
画

目
標

目
標

に
つ

い
て

の
支

援
の

ポ
イ

ン
ト

本
人

等
の

セ
ル

フ
ケ

ア
や

家
族

の
支

援
、

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
（

民
間

サ
ー

ビ
ス

）

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

ま
た

は
地

域
支

援
事

業
（

総
合

事
業

の
サ

ー
ビ

ス
）

サ
ー

ビ
ス

種
別

事
業

所
期

間

運
動

・
移

動
に

つ
い

て
（

本
人

）
少

し
歩

く
■

有
□

無
腰

痛
・

膝
痛

が
あ

１
．

床
か

ら
の

立
１

．
床

か
ら

の
立

ち
上

変
形

や
O
P
後

の
関

・
筋

力
・

ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾝ

介
護

予
防

通
所

通
所

型
サ

ー
老

人
保

健
施

設
平

成
2
9
年

と
だ

る
く

な
る

の
で

り
、

活
動

量
が

低
ち

上
が

り
が

楽
に

が
り

が
楽

に
な

る
。

節
に

負
担

を
か

け
ｽ
力

を
増

加
さ

せ
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ビ

ス
9
月

 
1
日

屋
内

は
独

歩
か

伝
い

歩
き

。
屋

、
困

る
。

自
分

の
体

腰
痛

の
た

め
、

長
距

下
し

て
い

る
。

生
な

る
。

な
い

動
作

を
習

得
。

～
外

は
杖

を
使

う
こ

と
が

多
い

。
だ

か
ら

、
良

く
し

た
離

歩
行

、
立

位
動

作
活

行
為

の
中

で
、

（
具

体
策

）
す

る
。

・
負

担
の

な
い

動
作

平
成

3
0
年

５
分

位
歩

く
と

腰
が

だ
る

く
な

い
。

が
困

難
に

な
っ

て
い

し
づ

ら
い

動
作

が
・

筋
力

・
ﾊ
ﾞ
ﾗ

の
指

導
を

受
け

る
。

 
2
月

2
8
日

る
。

休
み

休
み

歩
き

、
長

歩
き

る
。

増
え

て
い

る
。

ま
ﾝ
ｽ
力

を
増

加
さ

・
体

重
を

減
少

さ
せ

が
で

き
な

い
。

膝
の

痛
み

も
あ

た
、

過
体

重
で

あ
せ

る
。

る
。

り
、

立
ち

上
が

り
に

時
間

が
か

り
、

内
科

疾
患

の
・

負
担

の
な

い
動

２
．

掃
除

や
洗

濯
、

調
筋

力
を

向
上

さ
せ

・
筋

力
・

体
力

を
増

介
護

予
防

通
所

通
所

型
サ

ー
老

人
保

健
施

設
平

成
2
9
年

か
る

。
悪

化
、

腰
痛

・
膝

作
の

指
導

を
受

け
理

が
休

ま
ず

で
き

る
よ

る
と

同
時

に
、

し
加

さ
せ

る
。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ビ

ス
9
月

 
1
日

日
常

生
活

（
家

庭
生

活
）

に
つ

い
て

（
本

人
）

炊
事

・
洗

■
有

□
無

痛
の

増
悪

の
可

能
る

。
う

に
な

る
。

や
す

い
動

作
の

習
・

家
事

動
作

の
指

導
～

濯
干

し
な

ど
椅

子
に

性
が

あ
る

。
・

体
重

を
減

少
さ

得
を

図
る

。
を

受
け

る
。

平
成

3
0
年

夫
と

二
人

暮
ら

し
。

家
事

の
ほ

座
っ

て
し

て
い

る
。

立
位

で
の

動
作

が
困

せ
る

。
・

体
重

を
減

少
さ

せ
3
月

3
1
日

と
ん

ど
を

自
分

で
し

て
い

る
。

難
に

な
っ

て
い

る
。

２
．

掃
除

や
洗

濯
る

立
位

動
作

が
長

く
で

き
な

い
た

、
調

理
が

休
ま

ず
３

．
体

重
6
2
㎏

に
減

ら
体

重
を

減
少

さ
せ

・
体

重
測

定
を

す
る

介
護

予
防

通
所

通
所

型
サ

ー
老

人
保

健
施

設
平

成
2
9
年

め
、

あ
ち

こ
ち

に
椅

子
座

っ
て

で
き

る
よ

う
に

な
す

。
る

こ
と

で
、

体
を

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ビ
ス

9
月

 
1
日

作
業

し
て

い
る

。
る

。
動

か
し

や
す

く
す

・
食

事
ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ｽ

～
社

会
参

加
、

対
人

関
係

・
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
に

つ
い

て
（

本
人

）
歩

い
て

す
□

有
■

無
（

具
体

策
）

る
。

・
適

量
に

つ
い

て
学

平
成

3
0
年

ぐ
に

友
人

宅
に

行
く

・
筋

力
・

体
力

を
ぶ

。
3
月

3
1
日

視
力

・
聴

力
問

題
な

い
。

家
族

。
交

流
の

機
会

は
減

少
増

加
さ

せ
る

。
・

食
べ

方
の

工
夫

を
・

近
隣

の
関

係
は

良
好

。
老

人
し

て
い

る
も

の
の

、
・

家
事

動
作

の
指

習
う

。
会

や
地

域
行

事
に

は
、

参
加

し
近

隣
の

付
き

合
い

は
導

を
受

け
る

。
・

間
食

を
減

ら
す

。
て

い
な

い
。

健
在

。
・

体
重

を
減

少
さ

・
活

動
量

を
増

や
す

健
康

管
理

に
つ

い
て

（
本

人
）

病
状

は
安

■
有

□
無

せ
る

。
。

定
し

て
い

る
と

い
わ

３
．

体
重

6
2
㎏

に
１

ヶ
月

に
１

回
、

自
分

の
運

転
れ

る
。

過
体

重
で

あ
り

、
腰

減
ら

す
。

で
〇

〇
〇

病
院

を
受

診
。

内
服

痛
・

内
科

疾
患

の
増

・
体

重
測

定
を

す
は

自
己

管
理

。
体

重
６

４
k
g

悪
の

恐
れ

が
あ

る
。

る
。

、
B
M
I
＝

3
2
.
6
5
　

肉
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さいごに
■地域ケア会議の最終目的
利用者は様々な人がいます。そして家族にも
様々な人がいます。
利用者がなぜ介護を受けなくてはいけなく
なったかの背景も様々です。
多くの方は自宅でこれまでのように過ごした
いと思っています。.

何が原因でそれができなくなったのか？
何を支援すれば今までのように自宅で生活で
きるのか？
ケアマネージャーがしっかりとアセスメント
してプランを立てています。
そのプランに、専門職種だから気づくことを
伝え利用者が今の地域で自分らしく生活でき
るようにサポートする方法を助言し、その結
果、利用者様にあったQOLの向上につながる
ようになるとよいと思います。

■最後に‥地域ケア会議を振り返ると
ケアマネージャーが利用者のために一生懸命
たてたプランをみて助言する機会です。
助言の内容は、批判的ではなくケアマネー
ジャーが利用者にアセスメント・モニタリン
グ、プラン作成・修正するときに参考になる
ものにします。
助言者である、管理栄養士・栄養士は、その
後、容易に対応できるよう助言し、ケアマネー
ジャーやサービス事業所が実行できることを
伝えます。
助言した内容は、その場にいる皆、他（多）
職種のＯＪＴになるものです。

地域ケア会議に参加することで、地域で顔が見える関係性ができます。

それぞれ知識と
経験を踏まえた
アドバイスを実行
することで、安心
して在宅生活が
継続できるように

なります

医　　師

歯科医師

歯科衛生士

薬剤師

SW

訪問看護師

管理栄養士

PT・OT・ST

ケアマネージャー

訪問介護師
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開催日時

開催場所

参加者氏名

症例　　1 症例　　2

性別 男　・　女 男　・　女

年齢 　　　　　　　才 　　　　　　　才

介護度 事業対象・要支援　・要介護 事業対象・要支援　・要介護

身長 　　　　　　　（㎝） 　　　　　　　（㎝）

体重 　　　　　　　（㎏） 　　　　　　　（㎏）

ＢＭＩ 　　　　　（㎏／㎡） 　　　　　（㎏／㎡）

キーパーソン

概要と本人・家族
の希望

既往

♯ ♯

解決すべき課題

目標(長期・短期)

食生活状況

栄養・食事
アドバイス

その他（ケアプラン）

地域ケア会議アドバイザー事業実績報告書　　　　　　№1

障害高齢者の日常生活自立度　　　　

障害高齢者の日常生活自立度　　　　

報告書様式例A
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開催日時　2017年●月●日 9:00-12:00

開催場所　＊＊＊町役場 第△中会議室

参加者氏名　WK

症例　　1 症例　　2

性別 女 男

年齢 81才 88才

介護度 要支援1 要支援1

身長 158　（㎝） 　　　155　（㎝）

体重 51.7（㎏） 　57　（㎏）

ＢＭＩ 20.7（㎏／㎡） 　　　23.7（㎏／㎡）

J2

自立

キーパーソン 息子　　　　息子夫婦と8月から同居 妻(元栄養士)　　2人暮らし　娘2名　

事例テーマ 施設から息子夫婦同居となった環境変化に伴うケアマネジメント 高齢夫婦の自立に向けた支援

概要と本人・家族
の希望

鹿児島で夫婦2人で寿司屋をしていたが、H23年夫が死亡、
息子の定年退職後同居を予定し息子の住む福岡の介護施
設に入所した。息子の退職にあわせて8月から息子夫婦と
同居となった。転居のため近くに知人がいない。部屋にこも
り泣いていることが多い。嫁との関係が悪化している。最近
デイサービスに行き始めた。

介護サービスをなかなか受けられなかったが、足腰が
弱ってきたことをきっかけに8月からデーサービスを週
1回受けるようになった。奥さんと一緒に海外旅行にい
きたい。

既往

♯頚部脊椎管狭窄症
♯腰椎椎間板ヘルニア
♯変形性腰椎症　♯高血圧

♯高血圧
♯腰部脊椎管狭窄症
♯脳卒中
♯虚血性心疾患

解決すべき課題 家族の関係性　社会とのかかわりを作る
筋力強化と体幹バランス　30m歩くと下肢の痛みが出
る

目標 近所の公園を散歩できるようになりたい

トレーニングの具体的な目標設定
普通に歩けるようになりたい
地域で興味の持てるものをさがして出歩きたいと思わ
せる

食生活状況
嗜好がはっきりしており、嫁が作る食事を食べなかっ
たりする

晩酌2合　奥さんの作るバランスの良い食事
汁物でむせることがある。口が渇く。食べ物が口に残
りやすく飲み込みにくいと感じる時がある。

栄養・食事
アドバイス

息子に嫁との関係性改善にかかわってもらう。食事の
仕事分担を提案。栄養状態は問題ないが、自分で自
由に食べられる食品の購入は必要。

趣味が読書、新聞、TVなどであり、会話が少なく運動
量も減っているため、毎日歌を歌う、朗読をするなど
航空周囲筋を意識した取り組みを提案する。大衆随
意の確認は必要。嚥下機能維持のために嚥下訓練を
今から行う。

その他

・身の回りのことは自立している
・動く気力が出ない
・サロンの活用や家の中での役割を見つける
・デイサービスでは楽しそうにしているとの情報から自
費によるデイサービスの利用や民生委員に声掛けし
てもらう
・運動機能向上(ケアマネが公園に連れ出して相談に
乗る)
・認知症予防
・閉じこもり予防
・うつ予防
・家族の関係性の修復

体力測定の結果から下肢筋力の低下は顕著。腰痛が
おこらない可能な運動を提案。(PTより)服薬は自己管
理できており、自宅での活動量を増やす工夫をする。
・口腔機能改善
・運動機能向上
・疾病管理
・認知症予防
・閉じこもり予防

地域ケア会議アドバイザー事業実績報告書　　　　　　№1

障害高齢者の日常生活自立度　　　Ａ2

障害高齢者の日常生活自立度　　　　自立

報告書様式例A（記載例）
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氏名：

症 例

①年齢

②性別 男　　女

④身体状態

⑤服薬内容

独居・同居あり・食生活での支援の必要性（あり・なし）・その他（　　　　　　　　　　　）

～６４才・６５才～７０才・７１才～７５才・７６才～８０才・８１才～８５才・ 86才～９０才・９０才～９５才・９６才～

③介護保険 非該当　　　　　要支援　１・２　　　　　　　要介護　１・２・３・４・５　

低栄養・過体重・疾病（糖尿病・腎臓病・透析・認知症・）摂食障害・その他（　　　　　）

⑥課題・
質問事項

⑧まとめ
地域課題

⑦助言内容

１）環境因子

2〉個人因子

食事に関連する服薬（あり・なし）　

６）その他

　

３）心身機能・構造

４）活動・参加

5）疾病

報告書様式例B
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主催者

開催日時

場  所

性　別　　　 　男　性　・　女　性 年　齢　　　　　 　　　　　　　　（歳）　　

家族構成 キーパーソン

本事例における課題

他の職種との共通点

その他

（栄養士の助言内容）

（多（他）職種の助言内容）

課題解決に向けた視点

地域ケア会議議事録

症例概要

参加者名

背　　景

　　　　　　　年　　　月　　　日（　　　）　　　　　：　　　　～　　　　：

要　　因

困りごと

作成日：　　　　　　　　年　　　　　　月　　　　　日（　　　　）

作成者：　所属　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

内　　　　　　　　　　　　　　　容

報告書様式例C
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